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朝
日
町
教
育
百
年
の
歩
み

〈佼輩〉

南
蛭保

谷小
分霊
校

〆＼

現

(!) 

?± 

fうと

重宝
ζヨ

＼ノ

昭和51年II珂10日発行

〈
明
治
四
十
二
年
頃
の
青
年
団
〉

（八）

安
合
念
松
は
＼
市
寸
川
発
布
ι

八
年
後
の
明
治
十

一
年

四
月
に
民
家
を
店
内
て
「
的
問
小
学一校
佐
谷
支
校
」

と
し
て
懇
起
し
、
同
’
一
十
年
四
月
、
蛭
ハ
合
支
山
快
か
ら

独
立
し
て
舵
山
内
小
学
悦
な
開
設
し
、
こ
れ
を
械
は
耕

雲

ロ
ガ
建
設
と
れ
た
内

同
凶
士
ニ
ハ川
口
凶
削
れ
刀
あ
り、

こ
の
と
さ
脱
出

ガ
倒
換
し
．．
 丙

ひ
校
当
が
建
訟
さ
れ
了
い
る

H

大
正
二
作
に
山

υ伺
町
小
学
一枚
の
分
般
に
ね
り
、

四
隼
制
と
し
て
五
、
J

八
年
は
不
快
に
『通
九
？
？
づ
る
心
と

に
な
っ
た
n

渉
後
、
新
学
刊
に
作
コ
て
南
保
小
学
一
時
蛇
付
一
分
校

と
な
り
、
的
利
ご

ihハ’ヰ仁川叫
配
地
一仁
初
一
般
4
川．刀
法

投
さ
れ
た
い

そ
の
符
、
町
村

η川
本
．U
川
て
朝
日
町
｛

ν凶
作
小
説

校
興
台
分
肢
と
引
っ
て
．
3
H
に
至
っ
て
い
る
．れ
ぬ

問
姐
二
十
一ハ
汗
に
は
羽
入
地
区
の
児
量
刀
、
時
計リハ刀

料
へ
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
＼

五
往
生
じ
な
る
に
出

附
山
学
桜
へ
の
強
う
と
い
う
状
態
ガ
、
い
ヱ
七
い
附
い
て

い
る
。

な
あ
、
昭
利
四
十
六
年
に
け
降
、
学
秘
ブ
ー
ん
も
建

設
だ
れ
て
い
る
こ
と
七
特
筆
事
項
で
而
ろ
う
－

糾器
什
別
院
は
、
出
く
か
ら
木
地
酬
の
村
亡
し
c
m
u

か
れ、

江
戸
中
期
嶋
か
ら
一
新
民
や
和
紙
の
生
産
刀
錨

ん
に
な
っ
と
汀
、
戦
後
、
洋
紙
の
発
注
や
燃
料
革
命

「
…
ょ
っ
と
，
ハコ
は
全
〈
昔
日
の
面
影
は
μ＼＼
利
紙

は
、
停
か
仁
科
お
の
じ
よ
に
よ
っ
て
継
摂
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
ハ

本
授
出
舟
蓄
に
は
、
思
想
家
と
し
て
活
躍
し
た
笛

n露
中
氏
の
ほ
刀
、

現
在
美
術
家
と
し
て
作
家
治
動

を
続
け
る
刀
々
や、

事
業
家
と
し
て
中
央
で
活
躍
す

る
方
々
も
少
〈
広
い
“

ま
と
、
大
正
の
蝋
汀
ら
青
年
団
活
動
刀
活
発
に
行

わ
れ
、
昭
初
の
初
年
刀
ら
機
関
紙
1

支
部
報
」
と
い

う
名
の
文
化
的
寄
り
高
き
文
集
を
続
刊
し
て
い
る
刀
、

同
辿
怪
力
ら
多
〈
の
一
文
化
人
の
輩
出
し
て
い
る
ゆ
え

ん
も
、
こ
れ
ら
の
工
じ
よ
う
に
活
力
わ
れ
だ
こ
と
が

う
か
ガ
い
知
れ
る
。

な
お
、
蛭
谷
分
枝
は
、
明
後
年e
に
は
百
周
年
を
迎

え
る
だ
め
、
現
在
そ
の
記
急
行
事
の
計
画
ガ
進
め
ら

れ
て
い
る
。
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特
別
委
員
会
委
員
を
改
選

教
育
委
員
に
広
問
、
柚
木
の
両
氏

U
U
第
六
回
朝
日
町
議
会
臨
時
会

U
U

昭和 5I午 II月 I0日
月行〈毎 月 I0日発ら）

あ
ら
ま
し

第
六
町
朝
日
町
議
会
附
附
会
は
、
十
月
十
八
日
会
則
一
白
と
し
て
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

乙
の
臨
時
会
で
は
、
明
日
町
教
自
問
委
品
開
会
の
委
員
を
任
命
す
る
た
め
の
同
意

を
求
め
る
件
な
ど
、
向
山
思
案
件
＝
件
、
制
限
作
一
件
、
選
挙
二
件
ド

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
特
別
委
員
会
委
員
の
改
選
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

!ti 2 5 5り

後

教

育

委

員

会

委

員

ひ

広
l紅 白

、野 ハ 嗣
58金

t ＠葱

さ

し
が
モ

伯
母
常
均
等
小

γ校－
M

下
ノ
ド丸筒
川
良
業

協
同
組
合
参
事
／
判
川
町
山
中
小
八
段
栄
協

同
組
合
参
事

あ．傾

111 
州

｜’叫

柚

木

文

次

、

（制
収
」

rJ; 

富
山
師
砲
門
J
U一千，
’λ
一J
小
午
絞
殺
r

山川

判
川
町
議
会
議
比
（
刷
議
長
、

文
教
が

ぺ
委
リ日
以
、
川
M
M
I
川
安
川
内
』

ノ〆
削
別
日
川
州
い

業
安
U
H
九円安けは
／
川・－
k
h、長
ノノ
白
川

叫来

昭和3i:r8 fl 8目
高 3 州邸，~，骨？”品川

勢
特

別

委

員

会

、川
町
委
員
長

り
印
副
委
員
長

総
合
開
発
特
別
委
員
会

（
八
%
）

O
－桝
什
小
い
／
－O
L小
川

保

訂
版
，
I

・／
一的

役

什
建
－
／

京
品
川
【
：

l
．
ι

J
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i
q
－

－
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M
4
H
H
f

山
附
市
川
ノ
氷
川
山

行
政
区
画
特
別
委
員
会

（
じ
れ
〉

。
安
達
義
雄
／

O
務
次
賢
一
．
／
水
’
品
川

次
郎
／
大
沢
地
総
／
徳
川
和
犬
／
酒
井

栄
／
米
正
貨
高

開
発
公
社
特
別
委
員
会

（
じ
名
）

。
災
佐
光
平
／
O
wr附
矧
勝
／
金
井
態

的
／
山
岡
政
次
／
行
総
万
利
／
円
崎
勇

山
／
崩
谷
隆
日一

泊
小
学
校
登
備
促
進
特
別
委
員
会
（
十
一

。h）Q
米
間
古
．
／
O
A胤ル
慾
前
／
平
崎
知

勝
／
総
倉
健
一一
－／
水
鳥
刷
次
郎
／
深
総

万
／
上
曲
川
栄
作
／
ト
八
沢
記
必
／
迂
泌
栄

之
助

／
川
川
崎
嶋
山
r

山美什れ冶川
r

日審
議
さ
れ
た
も
の

V
寄
付
採
納
の
件

松
山
町
地
内
の
前
郎
、
公
闘
の
山
戸
川
什
〈

白
川
県
勤
労
訂
作
℃
作
ぃ間
協
内
制
作
」

V
専
決
処
分
の
件

（川崎刈’

H
m法
第

一
八

日
仏
れ
の
胤
山
に
よ
る
も
の
〉

ド
引

J

州
れ
契
約
宕
－
ψ
．ヘ
川
体
川
林
道

川
制
制
技
｜
いれ
、
川
ル
昨
日
林
泊
以
一
泊
山
川
川

北

山
は

l
J下
）

V
選

挙
・
卜
山
川
広
州制
A
U
ぷ
合
唱
成
品
川
欠
選
予

の
件
下
l

泌
行
ヂ
附
久
川
叫
｝

－
新
川
広
被
問
事
政
町
制
合
議
会
議
員
補

欠
選
挙
の
件
（
判
遊
諸
国
谷
隆
二
〉

竺1臨表
L以 Ji<塁ド 主弘
功 .i与多

言ょ。
喜ぶ育

朝
日
町
で
は
、
長
年
、
町
行
政
の
発
展

に
協
力
さ
れ
、
大
き
な
幼
績
を
あ
げ
ら
れ

た
方
々
を
、

十
月
七
十
四
日
の
町
民
体
育

大
会
の
席
上
で
表
彰
し
ま
し
た
ο

各
部
門
別
の
幼
労
者
は
、
次
の
方
々
で

す。マ
自
治
復
興

（町
内
会
長）

市川同
窓
次
郎
（
金
山
）
／
広
田
勝
作
（

旅
川
東
部
）
／
川
水
文
次
（上
町
東
部
）

多
年
町
内
会
民
と
し
て
、
町
内
会
の

融
和
広
興
と
朝
日
阿
の
免
震
に
尽
さ

1
こ
れに

A
d
＋
λ
 

マ
統
計
調
査

出
向
ド
収
作
〈
1
A
川）

多
年
に
わ
た
り
統
計
刈
俊
民
と
し
て

お
級
統
計
の
晴
安
竹
を
必
摘
し
、
正

仰
か
っ

4
dな
川
出川
に
労
め
ら
れ

マ
広
報
編
集

川
部
渋川
治
〈
稲
川
川
一

広
報
あ
さ
ひ
制
保
安
い
と
し
て
、
綱

川
以
米
ク
シ
作
に
わ
た
り
広
州
刊
紙
の
育

成
と
制
民
指
り
に

μ、
さ
れ
たい

一〉
社
会
得
祉

（凶
作
・
川
市
る
日）

山
崎
川
内
他
－
一
制
町
）

m－U
爪
パ
｛
山
中

一・0

州
町
）

’L
作
υ山川
1
．児
山川
会
内
と

L
て、

社
会

山
中
仕
の
新
川
小
山
も
っ
て
似
淀
指
導
的

こ
と
に
あ
と
り
、
H
い
た
川
川
川
の
山
間
引
進

に
努
め
ら
れ
た
n

v援
護

（
戦
傷
病
訴
）

回
中
栄
次
郎
（
綾
町
〉

多
年
に
わ
た
り
戦
傷
病
訴
の
団
法
淀
を

献
身
的
に
努
め
ら
れ
た
。

マ
身
障
者
福
祉

同
崎
・
山
川
（
荒
川
一
71
け）

多
年
に
わ
た
り
身
体
附
万
石
山
似
附
川

と
更
生
に
努
め
ら
れ
た
U

マ
虚

業

（
農
業
委
員
人
汽）

米
国
吉
二
（
東
京
野
）

多
年
に
わ
た
り
例
日
町
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
出
比
業
の
阪
測
に
約
仙

し
、
農
民
の
地
仰
向
上
に
潟
r
J
さ
れ

た。

マ
林

業

長
崎
凶
郎
平
（
舵
付
け
」

多
年
森
林
組
合
点
ぷ
と
し
て
、
月
間

公
団
、
公
社
造
林
な
ど
の
伝
林
の
川

底
性
向
上
に
初
め
、
山
村
の
肱
川刷、に

寄
与
さ
れ
た
の

岩
井
平
訟
（
付
竹
〉

造
枠
外
事
業
の
重
裂
性
を
深
く
認
識
し

多
年
に
わ
た
り
公
団
、
公
社
、
委
託

造
体
の
鉱
大
に
努
め
ら
れ
た
。

マ
山
岳
救
助
・
自
然
保
護

長
持
法
的
W
T

（
山
崎
辻
）

多
年
に
わ
た
り
朝
円
五
な
ど
泌
難
者

の
技
紫
、
宜
双
山
忠
告
の
指
母
、
ま
た
自

然
保
護
に
も
日
除
さ
れ
た
。

V
社
会
教
育

（文
化
財）

竹
内
俊

一
〈笹
川）

浜
山
玉
造
り
遺
跡
の
発
見
と
、
発
射

調
査
に
努
め
、
開
制
十
の
文
化
向
上
に

得
与
さ
れ
た
。

郷
土
の
必
跡
を
括
る
A
A
（代
以
祈
川
よ

開閉

ご郷
土
の
巡
跡
の
震
淀
川
凶
作
に
努
め
、

郷
土
の
文
化
州
卜
し
に
川
リ
さ
れ
た
。

マ
社
会
体
育

米－
K
敏
郎
副
（
師訂作）

内
少
年
に
わ
た
り
社
九
九
体
行
の
折
、
吋
者

と
し
て
、
体
育
の
ん
冷
及
と
版
刷
に
制

κな
成
川
市
を
あ
げ
ら
れ
た

H

ー
児
童
ク
ラ
ブ
育
成

佐
波
庄
市

（
ぶ
川
）

’’以
本
附
寸
前
（
下

山
新
）
．〆
分
。介
利
引
（
本
川
）

多
年
に
わ
た
り
山
市
り

γ
一ソ
の
折、何

v
h
と
し
て
、
明
日
にパ
1

九
と
る
子
ど
も

た
ち
の
健
八
1

角
成
に
初
め
ら
れ
た
。

＼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成

－
平
川
川
務

（
橋
山
町
、

多
年
に
わ
た
り
J
J
l
f
y
ル
ウ
ト
の

抗
吟
お
と
し
て
肖
少
作
山
肘
付
と
向

山
川
に
努
め
ら
れ
た
の

戸V
V
白
川
は
、
中
火
山
W
H八
山
仰
．1
M
）

2 
0 
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お
る
文
化
の
日

の
表
彰
の
栄

々

県
政
功
労
者
表
彰

白
川
引
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
山

納
の
あ
つ
れ九
闘
い
l
f凡
人
と
．

－間
体
の
ド
代
将

式
が
、
去
る
ト

一
月
．
．
 

川
県
庁
火
山
｜
ル

で
行
わ
れ
、
制

H
町
か
ら
は
川
中
川
次
郎

さ
ん
が
、
陵
地
山
川
刀
打
と
し
て
こ
の
栄
作

に
市
さ
れ
＋
よ
し
た
。

机 i~ :; ひさあYli 

援
陸
功
労

田
中
栄
次
郎
氏

（引
け
ば
）

川
駅
似
い
小
中
人
公

刷
会
長

石
川
ソ
叩
「
・
ぃ
、

ι
A
Z－
wMH
N
υ
r

，J 

県
文
化
功
労
者
表
彰

街
山
県
で
は
、
地
方
い
え
化
の
．
除
制
と
品
川

配
肢
に
収
り
め
－h
れ
た
例
入
・
h，
on片一
－
川
体
に

対
し
、
よ
る
十
一
円
．
川
文
化
川
切
れ
と

し
て
、
川
町
け
判
付
別
事
に
お
い
て
長
川
怖
い
八
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

例
日
町
関
係
で
は
、
市
l
町
山
身
の
川
家

大
麻
杭
伺
（
山
静
）
さ
ん
が
、
惑
で
の
文

化
功
労
防
と
し
て
ぷ
彬
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
η

町』.f1137’1・8円 8日
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o
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d
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l
4
1
1
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け
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創
出
に
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地
J
J
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、
引
制
一

し
た
路
北
と
倒
ah
M
技
能
は
・川
〆
＼
川
町
制
さ

れ
て
い
ま
す
ー

川
町
一
は
、
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川
市
、
九
ハ
員
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し
て
川
町
下
れ

長
自
）
て
1
録・

7
比
二
、
ャ
、
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f
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f

J
O

M
H
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d
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n
A
J
l
i
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i
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u
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L
I
l
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県
教
育
功
労
者
表
彰
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1

l
：i
J
l

：f
I
L－
 

－’：
e
i

l

e

－

－

ド
’i
j
I
た
γ川
け
い
H司

教
向
山
労
将
来

dwv八
に
お
い
て
、

川
川
山
政

む
さ
ん
炉
、
社
会
秒
内
山
川
公
vh
と
し
て
トk

mw冶
M
M
け
ら
れ
t
t
し
に

社
会
教
育
功
労

村

口

隆

造

氏

〈
日
川
崎
）

v
h
川

4

八
七
八

村
け
さ
ん
は
、
戦
後
約
．
－
倣
作
に
わ

た
り
、
ボ
1
イ
ス
ケ
4

リ
ト
を
泊
じ
て
、
ち

く
の
ド
川
少
年
の
行
成
と
桁
却
に
つ
と
め
ら

れ
た
山
制
に
よ
る
も
の
℃
す
け

ま
た
、
村
刊
さ
ん
は
、
財
川
法
人
日
本

則
彬
ん
円
か
ら
、
U
札ん
訂
以
献
省
と
し
て
十

一

月
パ
日
に
ド
代
都
ゆ
を
吃
け
ら
れ
茨
し
た
。

富
山
県
統
計
協
会
長
賞
に

広
田
さ
ん
と
大
森
さ
ん

第
＋
九
回
富
山
県
統
計
大
会

、
〉守

l
．

、
｜
｝

－
E
l
J
I
－
－
一

J
と
l
J
｜
川
l
d

U
N
ldt
l
し

に

郁
十
九
州
山
川
県
統

A
十へ
た
が
山
山
県
教

斤
文
化
た
削
に
お
い
て
川
か
れ
、
山
川
上
、

h
o
i－

t
；
）

1
｝

も

》

：

〈

｝

f
’
t

u附
出
品
作
に
け
紅
J
L
，
f
h泊
げ

U

jv
、
カ

ド火
山W
さ
れ
ま
し
た
、

総
富
山
県
統
計
協
会
長
貧

ノ、 ！）；
合f;Ill 

川作

t( L℃ 
一般
川
一

向
げ
い．は
、
いu
k
h
叶
紙
小
川
川
内
け
と
し

て
、
作
印
刷
統
1

川
に
つ
枇
が
さ
れ、

そ
の

山川
川制
が
如
何
で
あ
寸

に
し
山
し
↑～
し
て

た

zt－比
九九
』心
ハ

C
l

ゾ

i

；
’
巴
J

J
・
－

総
富
山
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

（前

一
知
事
貧／］、必

J 11 itil 
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佳
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山
教
内
向
山
し
ら
ベ

ト
リ
い
『
f
－
d人

．
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f
j

l

’
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・
十
八
川
純
子

・
山
附
広
耐
火

l
i
I

f
・
h
vE
Z
H晶子

・
川けん
M
M
G
h
n
H
九
b
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ぇ
1
γ
J
J
t
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l
L
V
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G
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午
、
川
町
・
川
教
品
門
長
ハ
川
会

・
山
町
統
川
川

協
会
が
、
川
氏
に
け
川
す
ゐ
紘
一
川
刷
心
強

り
値
目
以
・川

l
！と、

統

λ
山
氏
叫
技
術

の
耐
さ
ん
に
ん
刊
だ
た
せ
め
潔
と
し

て
潟
地
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

朝
日

町
か
ら
は
、
先
山
－

－以
が
人
選
し
、

統

A
ト
入
会
の
仰
し
六
円
り
さ
れ
ま
し

た
。

教
育
委
員
長
に

折

谷

降

一
氏

教
育
委
員
広
川
仰
花
氏
と
人
伝
市

川
治
氏
は
十
月
一

．卜・
二
日
に
任
附
尚

f
・

と
伝
り
後
任
と
し
て
川
上
h

虫
、
次
氏

（
的
」

広
刷
へ
点
城
代

（HH
I
W
）
が
選

自

任
さ
れ
ま
し
た
コ

ほ
お
、
卜
l
t
J！
じ

l
二
川
h
r
l

J

：

j

l

i

l

y
－

－

 

・
・
た
教
掛
門
委
川
叫
ん
刊
で・
b
JU
以
に
川
行
隊

・

－
委
目
、

F・員
長
嶋
峨
初
代
仰
に
は
斤
・

川
忠
一
一川
号
、叫
が
そ
れ
ぞ
れ
必
ば
れ
ま

し
た
。こ

く
み
ん
年
金

保
険
料
の
追
納

十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

川
氏
一
小
合
は
、
本
人
山
川
刊
に
附
係
似

く
被
保
険
行

作

山

川化
刈
に
伝

べ
て
い
ま

す
の
で
、
山
本
川
川
が

v，
し
か

h
r一川
、
－
小
山
」

の
が
仙
川
、
山
火
山
V

げ
な
ど
Jr
・一川
め
ノ
り
こ
と
が
州

地
な
ん
に
は
、
似
険
’川
山
川
引
い
い
か
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
免
除
を
受
け
に
問
川
川
、
M
H
夜
、

必
倫
年
金
制
を
刈
係
十
ず
る
と
交
に
は
、
保

険
料
を
納
め
た
滋
A
け
の
：
分
山

．
に刊附
・山

さ
れ
ま
す
り

し
か
し
、

こ
の
免
除
削
川
そ
穴
州
め
し

て
、
泊
品
川
の
ぷ
】
船
作
会
ψ

化
交
u
h
リ
ふ
こ
と

が
で
き
ま
す
、
y
」
れ
f
T

I
U

財

判
の
山
一

制
L

と
い
い
ま
す
パ

「・
心
納
」
は
、
仏見
付
任
mソ．
け
γ・い
に
川

聞
に
つ
い
て

l
作
山
山
分

E
で
（
山
川
和
川
門

｜

一
年
度
以
降
）
六
一
か
山
は
け
、

山f
川
の

保
険
料
で
納
め
る
こ
と
が
己
主
次
中
ゅ
の
で

余
怖
が
で
き
た
ら

「
迫
納
し
し
て
お
き
ま

t

レょ－つ。

却
し
く
は
、
役
場
住
民
却
山
川
氏
作
合
係

へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い。

(3) 

問
中
・
〈
一
ん
は
、
似
似
に
よ
る
だ
山
川
雌

：
「
；
J

、
、
〉
：

、

i
！

：

；

i

お
山
吋
j
K
L
A
M
均

t
・K
1
絡
む
山
中
人
止
の

設
ハ
リ
に
向
上
止
ざ
れ
、
以
ぃ
米
、
戦
傷
問
お
の

就
阿
川
ふ

つ
ぜ
ん
、
就
労
抗
出
句
、
生
前
州
ぷ

滋
給
の
任
刷
出
川
富
市
川
の
下
ナ
続
egの
側
地
な

い
と
、
年
下
と
お

η
仙川似刷州州
μ
刊
の

T
Mと
な

っ
て
、

ヴ
の
媛
諸
に
つ
と
め
ら
れ
た
ル
紺

に
よ
る
も
の
で
す
“
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J
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5 

－
戸
籍
謄
本
の
請
求
の
仕
方

J

「
改
正
に
な
り
ま
す

L

広
れ
る
ト
ゴ
川

一
日
か
ら
日
餓
勝
本
の
交

付
治
水
の
し
か
た
が
改
医
さ
れ
ま
す
。

bu－－
ル
の
剣
山
は
、
一い
相
川
を
ぶ
wl
に
利
則

し
て
、
川
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
日阿
古
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り

ポ
仇
寸
9
0

今
後
、
他
人
の
一円
織
や
除
燃
の
勝
本
を

治
水
す
る
と
き
は、

「
請
求
の
甫
噴
出
し
、

つ
ま

n
M刊の
H
的
に
使
用
す
る
か
を
け
ハ
体

的
に
ぷ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
は
り
ま

す
9

も
し
、
そ
の
訓
求
が
不
当
な
日
的
に

よ
る
わ
の
で
あ
る
と
き
は
、
乙
れ
に
Jbじ

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
川

織
の
閲
覧
は
、
で
き
れ仏
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
刑
判
州
民
で
請
求
す
る
場
合
の
手
数

料
は
、
必
ず
尉
命
館
山
岡
か
、
郵
便

ωの
定

制
小
山
川
跡
的
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

本
人
と
い
っ
わ

っ
た
り
、
う
そ
の
事
山

を
示
し
て
、
い
絡
の
臨
嶋
本
の
交
付
を
受
り

た
と
き
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
Y

」
と
が

あ
り
ま
す
。
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月刊 l毎 月 10日錆行）

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
町
民
体
育
大
会

で
、
消
火
器
を
伎
つ
て
の
消
火
実
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ζ
の
実
験
は
、
町
内
各
家
出
に
備
え
つ

け
の
消
火
総
の
使
用
刀
法
、能
力
等
、消
火

に
対
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

各
地
区
か
ら
婦
人
代
衣
沓
・

一名
に
出
場
し

て
い
た
だ
き
実
際
に
消
火
器
を
使
っ
て
消

火
実
験
を
し
た
も
の
で
す
。

現
在
、
各
家
庭
に
備
え
つ
け
の
消
火
鴨
川

ま
灼
じ
卜
バ
l
ヒ
ン
ト
亡
な
っ
－
し
お
り
ま

l

i

J

i
J

・：
l

；

秋
の
火
災
予
防
運
動

火
災
は
人
災
防
ぐ
は
あ
な
た

十
一
月
二
十
六
日

l
十
二
月
二
日

JI 2 5 5曹

日

mし
に
火
の
何
が
ほ
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
の
火
災
の
先
作
も
こ
れ
か
ら
が
悦

も
多
く
な
る
時
間
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
低
で
は
、
得
制
聞
の
眼
川
的

混
同
（
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
使
川
万

什
依
を
誤
り
ま
す
と
必
ろ
し
い
火
災
発
作
いお

と
な
り
ま
す
ο

特
に
一
h
州
ス
ト
ー
ブ
、
が
ス
〆
ト
l
ブ

の
取
吸
い
に
は
卜
分
川
滋
し
て
、
火
災
発

生
防
止
と
人
命
倒
傷
事
政
の
絶
滅
を
則
し

ま
し
ょ
う
臼

ま
た
、

火
災
予
防
出
動
期
間
中
は
、
午

前
七
附
と
午
後
九
川
の
．
川
岬
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
の

な
わぬ
、
偽

U
m礼
、
門
店
付
合
Mr
、
’W

J
J

j

B
B
（

f
v
H
lt

j

d

 

な
ざ
ん
の
臨
場
、
家
庭
の
在
W
併
を
行
い
ま

ず
か
ら
と
協
ね
願
い
ま
す
。

ひさあ幸夜

町
民
体
育
大
会
で

消
化
器
を
使
っ
て

消
火
実
験
行
う

広昭和32年 8月 8日
• 3 ..使紬魁町

八
写
氏
は
、
町
民
体
向
十
八
九
八
で
の

消
火
災
験
V

す
が
、
台
効
期
間
は、

ス
4

1

カ
l
に
印

し
て
あ
る
初
日
出
作
川
口
か
ら
パ
化
・
で
す
。

期
限
が
か
衣
し
れん
ら
山
っ

て
み
ま
し
ょ

・1
J
O前

川
明
引
に
中人
数
川
い
が
あ
り
ま
す
か
・
り

町
内
巾
的
作J
で
的
火
戸
、
験
号
さ
れ
と
凶
栃
乃

は
、
有
国
民
一
か
川
内
・ぃ

J
L

使
用
ん
法
を
指
ぽ
・

し
ま
す
コ

一
般
家
庭
に
お
け
る

灯
油
類

ω
貯
蔵
と

取
扱
い
に

つ
い
て

開臨
家
庭
で
は
、
五

O
Oリ
ッ
ト
ル
ま
で
の

貯
蔵
、
車
緩
い
が
許
さ
れ
ま
す

品川
防
法
で
は、

灯
油
矧
を
机

．h
州
制

と
い

っ
て
、ド
H

リ
J
川仰を
指
定
数
Mmと
定

め
て
、

般
家
庇
で
は
、
こ
の
数
限
以
一トぃ

貯
四
賦
し
た
り
取
彼
叶
て
は
な
り
ま
せ
ん
の

議
暖
房
の
季
節
で
す
、
灯
油
の
取
扱
い
は

慎
量
に
し
ま
し
ょ
う

朝
日
町
火
災
－
r
M
条
例
一仁
川止
め
て
あ

いる
。 次

の
乙
と
が
レ》

を
．上
く
，，、

・.，－－、．
く
だ
ヌ

a
’
貯
成
し
た
り
し
以
従
う
均
所
で
は、

火
を

使
わ
な
い
こ
と
け
ま
た
、
そ
の
付
近
は

い
つ
む
幣
矧
し
、
M
P
．え
る
物
を
般
か
な

い
こ
と
ο

血守
貯
械
又
は
h
m
川問
う
と
き
は
、
行
総
か
ら

山
が
も
れ
た

η
、
あ
ふ
れ
た
り
し
な
い

よ
う
ね
蔵
す
る
こ
と
り

a
－
以
外
で
M

ン
ク
ソ一
は
ト
白7

ム
ルぃ山等
で
、

－
－バ
O
U
以
トハ
ハ
一
ワ
刊日
・本
間
を
町
岐

又
は
敗
政
う
と
き
は
、
山
ぽ
物
か‘
川．

U

以
上
醐
慨
し
て
お
く
ζ

と
ο

－Mm外
で
タ
ン
ク
や
ド
一
ブ
ム
知
以
外
の
ー

八
山
入
り
の
仰
や
ポ
リ
符
総
で

一
－U
’J

M
以
上
一
一五
O
却
水
械
を
昨
械
又
は
取

強
う
と
き
は
建
築
物
将
か
・り
．
訂
以
上

織
す
こ
と
っ

a
v
M
m
外
で
タ
ン
ク
や
ド
，7
ム
川
以
外
の
抑

記
の
存
探
等
で
．
．．
 
れ
ハ〉
川町以
上

aI
C
わ
－

M
米
備
を
貯
威
一X
は
取
級
う
と
き
は、

建
築
物
等
か
ら
．． 
訂
以
上
滋
す
こ
と

h

a
’
制限
内
で

一
O
OU
以
上・

4
け
円、
川w
h不
備

を
貯
絞
文
は
取
彼
う
と
ざ
は
、
一円
、
mh

床
及
び
天
井
川
与
を
依
…え
な
い
物
で
作
り

山
入
円
に
は
鉄
の
い
又
は
ト
タ
ン
を
一作

っ
た
一戸
を
取
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

A
V
そ
の
ほ
か
、
内
山
山
に
允
尚
す
る
ガ
ス
を

外
へ
砂
川
す
る
ぷ
怖
を
設
け
る
こ
と
0

・
M
m
外
で
貯
岐
又
は
仙
川
被
う
場
合
で
、
プ

ロ
y
ク
等
燃
え
な
い
物
で
作
っ
た
引
に

節
す
る
と
き
は
距
織
を
制
め
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

－｜
消
火
競
按
大
会
で

一

「
｜
朝
日
町
チ
l
ム
次
勝

l
一

間
利
五
卜

一
年
度
下
中
新
川
地
広
危
険

物
安
全
協
会
主
催
の
消
火
終
に
よ
る
削
火

競
佼
大
会
が
十
月
・
…ト
丘
日

ω…仰
ωで
行

わ
れ
ま
し
た
。
明
円
町
チ
ー
ム
と
し
て
高

品
勉
（
必
偽
建
設
）
江
端
弘
和

（小
川
建

設
行
刷
版
必
部
）
住
山

一
英
〈
火
山
本
山
農

協
）
さ
ん
が
出
場
さ
れ
、
次
勝
の
成
制
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

(5) 

富
山
県
花
き
品
評
会

H
朝
日
町
で
開
催
H

本
山
脈
に
生
産
さ
れ
る
花
き
の
紹
介

と
、
生
産
者
の
技
術
交
換
等
を
目
的

と
し
た
富
山
県
花
き
品
開
計
会
（
県
東

地
区
）
が
朝
日
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

花
き
の
品
評
会
と
と
も
に
、
キ
ク

h
M
l
ネ
l
シ
ヨ
ン
、

シ
ク
ラ
メ
ン
等

の
即
売
も
行
わ
れ
ま
ず
か
ら
、
町
民

の
多
数
の
ご
来
舗
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

V
期

日

ド
1

・h

月

一
日
・
二
日

V
均

所

朝
日
町
商
社
セ
ン
タ
ー

V
即

席

川

士
山内
一
日
午
後

一
時

t午
後
一一
一附

卜
一．H
・U
午
前
九
時
？
午
後
．
．
 

時

第
十
五
凶
町
民
体
育
大
会

総
合
優
勝
は
境
地
区
の
手
に

南

部

杯

は

泊

的
ト
ドハ
削
町
民
体
育
十
八
会
は
、
先
ご
ろ

完
成
し
た
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
約
一
－
下
人
の
町
民
の
参
加
の
も
と
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

川T4
り
叱t
の
下
、
不
安
な
開
会
で
し
た
が

が
い
に
出
・む
降
ら
ず
、
谷
間
制
鷲
授
に
和
気

あ
い
あ
い
、
大
い
に
以
馳
仰
を
上
げ
八
卜
種
円

を
終
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
す
ば

ら
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
感
映
の
戸
を
上
げ

新
し
い
上
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
白
分
違

の
グ
号
ウ
ン
ト
と
い
う
玄
識
を
m休
め
て
い

ま
し
た
円

区

な
お
、
当
日
の
成
縦
は
次
の
と
お
り
で

す
。

円

v
総
合
成
績

①
境
＠
南
保
＠
大
家
庄
①
五
筒
庄

①
山
崎
＠
泊
三
区
①
笹
川
＠
宮
崎

①
泊
・

一区

＠
泊
一
区

マ
南
飯
杯
一
穴

0
0メ
ー
ト
ル
継
走

①
削
一
区

①
山
崎
①
五
筒
庄

マ
小
学
校
四

0
0メ
ー
ト
ル
継
走

①
泊
二
区
＠
大
家
庄
①
宮
崎

マ
中
学
絞
六

0
0メ
ー
ト
ル
継
走

①
泊
二
日

①
大
家
店
①
宮
崎

2 
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開閉 51隼 11月 I0目
月刊 t毎月 10日売行，

国
内
研
修
で

大
き
な
成
県
を
雌
泌

朝
日
町
連
合
婦
人
会

第 2s 5号

筑
間
川
制

H
町
掛
人
凶
内
研
修
は
、
よ

る
1
月
間
口
、
一九

U
の
．． 

H
川
に
わ
た
っ

て
長
野
県
妙
尚
尚
阪
町
公
民
仰
を
巾
心
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

妙
A

仙
人
品
保
町
婦
人
会
に
店
え
ら
れ
た
明

日
町
叫
叩
人
人
口
尚
二
十
釘
は
、
同
公
民
館
に

お
い
て
宏
氏
を
行
い
、
新
仕
活
躍
動
を
小

心
に
両
町
の
実
感
を
発
火
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
に
つ
い
て
研
修
し
あ
い
ま
し
た
ω

民
後
に
、
お
回
日
慢
の
民
話
な
ど
敏
減

し
て
前
．
口
日
の
研
修
を
終
え
ま
し
た

が
、
妙
尚
尚
似
町
で
は
新
作
・
前
辺
助
が
・大

変
進
’
九
で
お
り
、
冠
婚
作
祭
や
そ
の
他
の

礎
J
V
行
事
な
と
の
簡
必
郎
は
八

O
%
な
い

し

．
ハ
’。
九
微
ほ
し
て
い
あ
と
い
う
こ
と

で
、
研
修
参
加
お
．

M
mさ
も
し
、
う
ら

や
ま
し
く
も
山
い
、

－川
町
の
新
生
田
辺

助
の

「
必
ぷ
だ
泌
し
」
の
感
を
深
く
し
、

ひ…さあ報広昭和32• 8 }! 8自
• 3 • .s使鋤店可

山川
ι
引
け
に
人
り
ま
し
と
。

m
 
．
．
 

日
け
は、

引
な
ら
ぬ
本
阪
の
仙
波
山
本

で
、
川
向
山
わ
地
の
ん
什
似
山
川
川
付
近
は
吹
川
ド，
に

比
例
外
わ
れ
、
ト
・
川

i
e
uわ
せ
る
よ
う

は
．大
阪
に
人
口

u
．
川
を
小M
F
H
A
上
が
ら
せ
ま

し
た
が
、

K
Mも
次
）引
に
川
似
し
、
き
わ

や
か
な
中
秋
の
什
恨
川
や
、

げは
間
山
尚
山

川内
山
し
な
ど
の

M
制
に
出
酬
明
の
・刊
を
欣
ち

は
が
ら
、
立
花
あ
る
川

υの
餅
修
の
成
凶ポ

を
限
切
品
し
あ
い
川
町
し
ま
し
た
。

八
写
川
只
は
、
参
加
訂
の
．山

々
V

復書2
7じ三；； ~ 
さ＇~·－断、

2門

岐
川
崎
区
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
地
Mm
の

人
た
ち
の
協
刈
に
よ
っ
て
、
旧
境
問
川
跡

に
近
代
的
な
公
民
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
従
前
ま
で
同
泊
八

号
・
制
に
附
し
て
悠
ぃ
リ
．さ
れ
て
い
た

「
境
問

所
附
L

仰
を
公
民
館
正
山
市
民
側
に
移
動
し
、

こ
の
．
h
仰
を
中
心
に
…
川
底
の
い
一
関
化
A
甑

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
、

こ
の
た
び
旧
関
所
時
代
の
マ
ス
形

ぷ
大
門
を
阻
止
し
て
こ
の
石
例
前
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

出
．．
 

ん
さ
れ
た
火
門
は
処
・
似
の
H

仰
木
・
輔
、

水
・
島
治
k
H
さ
ん
の
得
制
に
よ
る
境
産
ヒ
ノ

キ
造
一り
で
、
刊
さ
：
一
・
～ハ
メ
i
ト
山川
、
一船

三

・
四
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
資
料
を
一κ

に
し
て
綴
政
時
代
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
儀

式
の
も
の
に
従
必
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新
し
い
公
民
館
に
さ
ら
に
ゆ
史
的
な
景

観
を
添
え
た
も
の
と
し
て
他
区
の
人
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
泊
り
が
か
り
の
人
た
ち
に

も
珍
・
り
し
が
ら
れ
、
併
が
を
附
し
て
お
り

ま
す
の

八・
写
引
は
、
出
正
ざ
れ
た
涜
関
川
十
八
門
〉

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
で

危
険
住
宅
移
転
の
万

に
補
助
を
し
ま
す

が
け
地
市
J

の
刷
版
小
け
に
よ
り
、
れ

民
の
生
命
に
危
険
を
佼
ぽ
す
お
そ
れ

の
あ
る
広
域
（
急
傾
斜
地
刷
附
明
治
険

区
域
H
ト
人
軍
＼
蛇
行
、
嗣
保
の
一
部

）
に
お
い
て
危
険
住
宅
の
移
私
を
い
り

う
万
に
対
し
て
、
次
mh
挙
業
に
つ
い

て
補
助
を
し
ま
す
今

該
当
区
成
で
、
移
転
ポ
製
さ
れ
る

万
は
、
相
談
符
に
い
U
じ
ま
す
の
で
、

役
場
建
設
課
都
市
計
剛
係
へ
申
し
山

て
下
さ
い
。

縁
繍
助
対
象
と
な
る
事
禦

－
建
物
除
却
鈴
吟

－
建
物
別
成
俊
（
悠
繋
費
プ
ラ
ス

土
地
取
得
）

な
お
、
間
利
五
十
－
一
年
度
移
転
品川

沼
者
は
、
十
月
：
・ト
日
ま
で
申
込

ん
で
下
さ
い
の

一漁笹
~！川l
j詳小
5ミJI(
組 Vノ

合る

朝
日
内
水
耐
漁
業
協
川
組
合
は
、
九
日

け
付
け
で
、
富
山
県
知
事
か
ら
篠
川
、

小
川
の
内
水
面
第
五
縄
共
同
漁
業
の
免
許

を
受
け
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
日
内
法

商
漁
業
協
同
組
合
（
管
．

一！

一
二
四
九
事

務
両
朝
日
町
商
工
会
内
〉
へ
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

免
許
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
Q

内 ~J~：第 1 サ（笹 1 1 1) 内 Jt ;g 2サ (lj、 川 ）

｜ ｜悶 6ト叩Ot:I' 附 61！～ 9月30日
あゆ漁業I－ 一一一一一一一一！あゆ漁業ー -:-. I 

110月 8日～11月初日1 .10月 8日～11月30札

｜互理！~-i:-:~ヨ塑＇~！玉川H--'.12片31 ~ ：
いわな漁業i1月 111～ 9月30日やまめ漁業 3月 1日～ 9月30目：

I ・いわな漁業i1月！日～ 9月初日t

4:川河口より上流~10号i沙陀i
えん提下流端まで ｜ 

舟川小；川合流点から上続！
新下野婦下流端まで山f今i
川本川合流点からよ流iJ!J.!
J旬 、~·j:川山合川合流点まで｜

及

免府議干号

漁業の名称

び II与!Pl

支所t河川から上流入対行

合流＇.7.＊で

功、；川
'!.(! ,Y，＼のlκ減

府
山
県
心
身
附
山
行
者

職
業
セ
ン
グ
l

業
務
案
内

「
就
職
の
た
め
の
｜
｜
」

相
談
に
応
1
3
4
3｜

(7) 

か
ら
だ
の
不
自
由
な
刀
、
ち
え
お
く
れ

の
方
な
ど
の
就
峨
の
た
め
の
相
談
、
職
業

に
閲
す
る
能
力
の
判
定
な
ど
を
行
い
ま
す

総
仕
事
に
つ
く
た
め
に

限
寝
間
の
乙
と
、
就
滋
先
の
ζ
と
、
仕

事
の
心
が
ま
え
、
家
出
の
事
情
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
行
い
ま
グ
。

滋
仕
事
を
き
め
る
た
め
に

能
力
や
身
体
の
状
態
に
あ
っ
た
仕
事

を
み
つ
け
る
た
め
に
、
遁
性
検
査
な
ど

を
行
い
、
も
っ
と
も
力
の
出
せ
る
駿
業

の
選
定
に
努
め
ま
す
。

如偽
職
織
に
お
ち
つ
く
た
め
に

仕
事
し
し
の
い
制
み
、
般
川
柳
で
の
人
づ
き

あ
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
問
題
に
つ
い
て

話
介
い
、
解
決
に
努
め
ま
す
。

V
絹
訟
の
受
付
け

相
談
や
適
性
判
定
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
法
胤
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

出
仰
か
で
淀
川
ち
着
い
た
相
談
室
で
、
専

門
の
カ
ウ
ン
七
日
7
1
が
、
暖
か
く
み
な

さ
ん
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

V
受
付
時
間

午
前
中
九
時
か
ら
十
時
ご
ろ

午
後
は

一
時
か
ら
一

一時
ご
ろ

相
談
や
検
査
に
は
、
時
聞
が
か
か
る

湯
合
が
あ
り
ま
す
の
で
な
る
べ
く
こ
の

時
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
先

沼
山
心
身
隙
害
者
眠
業
セ
ン
タ
ー

－M
山
市
下
飯
野
新
聞
七
七
ノ
問

〈曾
DU
Gl
三
八
l
五
一一
八
五
）
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最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

O
町
道
建
国
学
綬
緩
鉱
緬
改
良
工
穆

工
事
品
質

．． 

六
O
万
円

＋ 
膏－

H 年E
Z祭官
2開【

？催

朝
日
町
連
合
青
年
間
主
催
で
、
来
る
十

一
月
十
四
日

（日）

、
柄
小
学
校
に
お
い

て
、
青
年
祭
を
企
画
し
て
お
り
ま
す。

乙
れ
は
、

朝
日
町
に
住
む
勤
労
青
年
が

相
つ
ど
い
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
立

て
新
し
い
勤
労
意
欲
を
泌
め
生
活
に
－M
み

豊
か
な
郷
土
建
設
に
窃
与
す
る
と
い
う
趣

旨
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

内
容
は

一
、
演
劇

二
、
舞
踊
、
郷
土
必
憎

一一一
、
音
楽

問
、
意
見
発
剛
氏

五
、
美
術
展

六
、
各
校
下
問
長
制
介

七
、
そ
の
他
出
し
物

町
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
米
鳴
を
の

ぞ
ん
で
い
ま
す。

郵
使
番
号
は
正
し
く

は

っ
き
り
と

新
しい
番
号
簿
配
布

H
泊

郷

便

局

H

郵
便
番
号
制
は
廊
便
事
業
の
機
械
化
、

近
代
化
を
阿
る
け
的
で
附
和
問
卜
u
．年
七

月
a

日
か
ら
実
施
さ
れ
、
〈
，
作
で
九
年
凶

を
迎
え
ま
し
た
。

現
夜
、
郵
便
番
号
記
峨
併
は
九
五

・
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
郵
便
部
号

自
動
説
取
区
分
機
を
似
つ

て
の
区
分
け
や

入
手
に
よ
る
ば
分
け
に
よ
後
役
立
っ
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
に
、
創
使
係
り
を
正
し
く
泊

載
し
て
頂
く
た
め
、
附
和
四
l
八
年
に
、

全
世
幣
へ
郵
便
番
サ
鰐
を
無
料
配
布
し
ま

し
た
が
、
そ
の
掲
載
内
容
に

一
部
非
現
行

の
部
分
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
昭
和
五
十

一
年
版
郵
便
番
号
簿
を
全
航
続
へ
お
と
ど

け
し
ま
し
た
。
若
し
配
術
も
れ
の
刈
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
郵
便
向
の
窓
け
へ
申
し
川

に
な
れ
ば
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

暖
房
の
季
節
で
す

電
気
器
具
の

取
扱
い
は
J
山
中
に

マ
コ

タ
ツ
や
ア
ン
カ
の
コ
ー
ド
が
い
た
ん

で
い
た
り
、

プ
ヲ
グ
の
ネ
ジ
が
ゆ
る
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
熱
風
部
に
ほ
と

り
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

よ
く
点
検
し
て
か
ら
仰
い
ま
し
ょ
う
。

マ
電
気
コ
タ
ツ
の
下
に
マ
ッ
ト
を
敬
く
な

ど
し
て
、
熱
を
効
事
よ
く
使
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
人
数
や

mumの
温
度
に
応
じ

て
あ
っ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
調
節
し
、
コ

タ
ツ
を
出
る
時
は
、
消
す
刊
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。（

兆
陪
屯
力
的
問
業
所
）

学
校
へ
の
寄
贈

(8) 

A
V
五
箇
庄
小
学
校
へ

泊
病

院

大

島
寛
治
氏
か
ら
ひ
な
飾

り
人
形

一
式

草
野
篠
田
峰
次
氏
か
ら
べ

戸
タ
イ

マ
ー
一

式

A
V
泊
小
学
校
へ

横
尾

西
村
み
な
氏
か
ら
児
童
悶
轡

（
少
年
少
女
世
男
の
名
作
全
五
五
巻

学
轡
カ
ヲ
l
百
税
十
三
巻）

A
V
宮
崎
小
学
絞
〈

出
崎
河
内
正
央
氏
か
ら
グ
ヲ
ン
ド

紗
掛

一

A
V
袋
小
学
絞
へ

境
小
学
校
教
材
備
品
等
購
入
基
金
募

金
会
（
有
志
代
表
金
総
凶
六
氏
）

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ッ
ク
ス
一
台

ト
ヲ
ン
ペ
ン
ア
γ
プ

一
台

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

（
一
六
型
）

二
台

可
動
鉛
慾
削
器

六
台

境

世

名
氏
か
ら
校
内
屯
話

一
式

（親
電
話
機

一
基
小
喧
話
機
十
基

配
線
工
事
を
含
む
）

例年11月か内12Jjにかけて小柑物

が急激にJ{'／加し、奇心主が巡れます。

特に、イ1:..f-:はM織しますので、ff内

にお.IiLiけするためにも、 Ill.めにj(ill

願います。

／）、frU物の取級いは、汐〈のようにな

っておりますので、ごn；忠則いま

す。

orrx級い時1111は、午前811.'i30分から

午後5時までです0

0何本しのほかに、荷物臼体にも、送

り先と送り主の住所、氏名、電話

； 番~·等を正l泊iに記入して く ださい0

~ 0特妹なものを除いて、一倒の盟m
~ は、30キログラム以内、大きさは

； こよ乙T…：~~-内となっ おります。

；「年末はi昆 ルます－

J一一小荷物の託送は早めに

! ＝ 国量産泊駅 ＝
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V
入
後
資
絡

高
等
乍
校
ぷ
・
業

〈見
込
み
を
含
む
d

以

上
の
尚
子
方
を
む
円
す
る
将

V
訓
練
期
間

一
年

V
募
集
定
員

機
械
科
、

A
m
m科
、
製
作
料
、
也
子
園慣

中」

機物
ニ
級
妓
能
士
訓
練
線
程

通
信
鴻
座
受
講
者
募
集

第 25 s号

－v－R
施
訓
練
科

機
械
利
、
プ
ロ

ァ
ク
池
築
料
、
仏
竹
夕
、

術
引
刊
は
ど
一
．
ぃl
九
円

vaxm資
絡

実
務
総
験
の
あ
る
れ
は
、

だ
れ
で
も
受

講
で
き
ま
す
。
尚
子
．除
、
年
脈
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
ゆ

v
m鎌
期
間

’va実
情
料

五、

ουO円

V
特

典
一
．
級
技
能
険
定
学
利
試
験
免
除

vaxm由
申
し
込
み

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
。

va史
健
闘
車
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

富
山
総
A
n
刈
惇
織
業
訓
練
校

高
岡
市
川
労
本
町
凶
ノ
一

－－O七
六
六
｜
．． 

一
一ー
…一
じ
：
・
八

魚
崎
作
総
合
同
等
臓
業
訓
純
佼

魚
館
市
川
総

．．．． 
“
．
h
 

帽。
O
七
六
パ
｜
一一－

．l
．h
．一一．円

ひさあ事緩広

務
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
入
校
案
内

昭和銀事8月 S目

’n••便・a町

山
科
、
木
一
ト
利

〈介
料
－

一十クれ）

V
募
集
期
間

十
川

一
け
か
ら

1
・．川
L
1

．
日
ま
で

V
選
考
日

十．

一月
十
五
什
（
広
）

V
選
考
方
法

数
学
、
作
文
及
び
ぃ
山
時

V
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

品
川
開
総
合
高
等
版
業
訓
純
校
庶
務
課

ι川
津
山
川
耕

一
：・・
h
I

品。

O
七
六
I
l
－－－

l
μ

…．．
 

州

後
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

プ
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
山中
一点
以
、
中
山
間

米
、
雨
太
平
作
の
開
発
注
ー
に
あ
る
肉
々

に
対
し
て
、
料
開
、
社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
技
術
を
身
に
つ
け
た
心
身
と
も
に
健

全
な
日
本
の
荷
作
を
派
泊
し
て
、
各
国
の

同
づ
く
り
に
協
均
し
よ
う
と
、
今
年
度
も

青
年
海
外
協
力
隊
は
を
必
出
し
て
い
ま

す
。

V
資

絡
尚
二
十
段
以
上

（川町川
と
し
て
満
二
十

引
作
成
ま
で
）

v
－切

卜

一
パ・・・

1
円

’v選
考

第
一
次
（
第
・け
山、

k
l・－作
一
月
十
六

日
日
山
県
で
%
胤
V

第
二
次
（
簡
版
、

．
．
 

川
山
中
川
政
ボ
で
実

施）－v派
遣
期
間

一
一
年
間

－v
海
外
手
当

日
制

一
七

ηド－
w法
融

市

V
聡

種

農
林
水
康
（
稲
作
、
闘
刀
、
必
刻
、
漁

H
M
漁
法
相
吋
〉
、
屯
託
、
木
工
、
繊
維
、

土
木
建
築
、
自
動
車
幣
備
、
保
健
制
祉

〈
看
護
鮒
、
術
爪
検
資
技
師
M
T
V

）
、
行

叫
ん

k
、
教
育

（
川
十
小
川
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、

巾
妹
、
体
際
、
水
泳
、

L
K
温
存
）

V
応
募
方
法

務
年
泌
外
協
力
隊
悦
粉
川
ヘ

（
東
京
都
渋
俗
広
広
出
川
｜
－．
ー
二
四
）

詳
細
は
、

前
記
事
務
川
X
は
朝
日
町
教

育
牽
員
会
事
務
向
へ
（
雪
．． 

ー

一一

O
問）

主

~ 

，手

相
談
ご
と
ご
案
内

＇，、叫~寸＇ •,•" ♂勺＇ . ＂＂内s”、＂

場
所

せ埠M

交
通
事
故
巡
回
相
談

d問符嚇9¢N＂，可山＇＇.＇：~.. ,,,; 

議 ① ①
議 場日湯 目

？ 所時所時lf・午
号 魚前第照的第w. .，. 一 部 ”｜・ ー・
甜 II寺 、i打開 、

県 ~ ~ ~交 t 第
総 午 ：・：. i 9i 11二 .－.：.
合 後 7.k 後月
庁 五 縦 三 曜
合時 日 時日

.. 主

t悼
i注
〆司d

2ト＼、

; ~~；義
｜ー ’ ・，•， I'' 

1F.お宅
／； 《ぬ
正やと
ft 4品川
毛見 弘主’宮、的
在

お
す
こ
や
か
に

哨，，.主 1

山

川

崎

向

附

常

崎

従

川

相
川
町

四
一－
．山川

噌

s

，『E
a

幸

町

潟
水
町

商
用

Hm野

松
山
内
町

総
附川町

松
机川町

絵
杭
川
町

中
市
以
下

小
道
下

平
柳
．

桜

町

月

山

月

山

竹
の
内

山
崎
越

殿

町

殿

町

大
家
忙

府
川
新

府
川
新

ふ〉
行
政
相
鮫

日
時

毎

月
第
一
火
山
融
け

午
前
十
時

t午
後
・
1
時

場

所

刺

臼
町
相
性
セ
ン
〆
l

v人
指
法
律
相
桜

日
時

十

一
月
十
六
日

午
後

一
時

t午
後
間
時

場

所

朝

日
町
樋
社
セ

ン
タ
ー

マ
心
配
ご
と
相
駁

日
時
毎
週
火
限
H

午
前
十
時

t午
後
三
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

＠

o
r
－－
O
五
七
六

、. ,. ~＇ 

＼，〆＂＇、
，..叫,, 

鼠
付
け
俊
成

問

誠

・

・

加
勝
川
駅
光

長

井

必

山

桜
井
千
胤

f

十円
沢
川
市
U

W
T
扱
ハ
ド
八

円川田園，E
E

－
－

E

，e
，‘，

h
引
UM

－－vs

・－
、

問削除
寺
崎
川
十
一
級

U
J
崎

山

償
山
必
川
公

平
柳
什
加
必

金
一
森
川
叫
．． 

花
山

k
u
縦

rh

；
7
・1

引

1ωυ

廿
川
凶
問

問

中

辺

川

小人
野
み
紙

大

品

川

大

岡
川
町
剖
仏
大

沢

川

附

総

紅

側

弘

文

久
山
川
崎
船

白
刷
山
川

以
崎
町
ル

l
’
 

繁
t
、t
u副
叫
“

！勝勝山道.f)J 
川 JI：・水万 Ill

（
赤
ち
ゃ
ん
竃
生
）

｜附
リj

．
K
附

re
．てH
リ

川

市

叶

’EE
，広・，

i
H

ド’

U
M
L

仏

民

．． 
h
叫

総

戸

内

’c
j

t

 

－
h
む
ソ

Jγh

t
l

一片
火

山

総

．．
 

h
叫
ム
奥
山
定

3C
1

’
J

＼
 

h
h
J
H

Y

J

H

a
f
 

N
民
会
怖
い
市
～

以
内
－
uU
制

民
田
川
小
、

長

k

r
ル

餓

t
j

’
：
 

l
b円
ノ

’

h

u
hM

．長
川
円
相
刊
刷

．． 
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